
















































































































































































































　10月 1日（ただし，新暦）　本宮神社の例祭　かつては旧暦の 11月 1日にやっていた．そのころ
は芸能大会を，準備に一月もかけてやっていた．その時に盆踊りもやった．これも何年も前になくな
り，お祭りといっても，地区の役員と氏子総代が集まるだけの祭りになってしまった．
　11月 15日　ゲンプク　カネツケ　これは成人儀礼であるが，現在は全国的に行われている成人式
と同じ日に同じように行うようになった．
　12月　セツブン　歳とりといって御馳走を食べ，豆を嚙む．これは今でもする．
　12月　大晦日　ヤクオトシ　厄年の男が，金（硬貨）を持って外へ出て道に落とす．それはだれ
が拾ってもよかった．今はそんなこともしなくなった．
　以上のほか，ヒトツバタゴの開花期にヒトツバタゴ祭りが行われている．規模としては最大の行事
であるが，現在は市が主催して行っており，鰐浦地域の祭りとしての性格はあまりないようである．
　年中行事の実施状況は以上の通りであるが，九学会の報告も宮本の調査ノートも，必ずしも十分と
はいえず，それに依拠した今回の調査も不十分であったといわざるをえない．しかし，分かっている
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持続と変容の諸相
限りで年中行事の実施状況の変遷を総括しておくことも必要であろう．全般的にいえることは，年中
行事が全体として減っていること，全国的に共通して行われている行事は，行事の内容が地域性を喪
失し，いわば標準化していることである．これは，外部との接触が増大し，通婚圏の拡大と地元で
「タビノモノ」という外部からの人間が入ってくるようになったこと，テレビの普及を中心とした情
報の格差が縮小したことなどが大きく影響していると思われる．また，祭りの担い手，主人公であっ
た若者や子供が減少したことが，行事の維持を困難にし，その減少に拍車をかけたのであろう．
　次に，現在も継続されている行事と行われなくなった行事を比較してみると，金毘羅や恵比寿の祭
りのように漁業に関係する行事は残り，芋や豆，餅など農産物に関する行事がなくなっていることが
指摘できる．概況でも述べたように，今でも鰐浦が漁業に依存する度合いが大きく，農業は生業とし
てはほとんど意味を持たなくなっていることを考えれば当然といえば当然であろう．
　最後に残された課題をあげれば，鰐浦でみられる持続と変容の態様が，対馬の他の地域と同質のも
のなのかどうかを検討することである．その課題は，対馬全体を調査しなければ確実なことはいえな
いかもしれないが，少なくとも他の三つの集落の調査結果と比較検討した上で論じることにしたい．
 （つづく）　
　　なお，今年度の年報では，諸般の事情により，ここまでしか報告書を執筆することしかできなかった．木
坂・廻・豆酘でご協力いただいた方々にはまことに申し訳なく，慙愧の念に堪えない．来年度の年報には必
ず報告を掲載することをお約束してご寛恕を請いたい．
